










 

 

 

 

 

 



 

 

 



資料６ 

小金井市の児童館の遍歴 

 

年 月 主な取組内容 区分 年代ごとの特徴 
児童館 

1 館 1 月当たりの平

均利用者数 

18 歳まで

の人口 

学童

平均/
所 

昭和 41 年 
5 月 

本市初の児童館開設（本町） 
初期 
（S49 
～S62） 
手 さ ぐ

り 

「手探りの試行錯誤期」 
・児童館開設に市民の関心が高く、多くの寄贈や寄附があっ

た。 
・児童館では幼児グループ活動（母子同伴による保護者主体の

通年活動）に力を入れ、主に利用児童の母親をメインとした

地域ボランティアの育成に注力した。 
・「母親クラブ」と呼ばれる保護者サークルが多数活動してお

り、絵本の読み聞かせやわんぱく号事業の協働などが行われ

る。 
・当初は平日休館で土日開館していたが、日曜ニーズが少なか

ったため、現在の開館曜日に。 

S42 959 人 
S43 1162 人 
S44 936 人 
S45 1181 人 
S46 1270 人 
S47 1408 人 
S48 1648 人 
S49 1565 人 
S50 1537 人 
S51 1521 人 
S52 1725 人 
S53 1642 人 
S54 1524 人 
S55 1754 人 
S56 1599 人 
S57 1885 人 
S58 1885 人 
S59 2030 人 
S60 2173 人 
S61 2052 人 
S62 1863 人 
S63 1960 人 
H2 2005 人 
H3 1853 人 
H4 1847 人 
H5 1721 人 
H6 1748 人 

 30 ～

53 人

/所 

昭和 49 年 
2 月 

移動児童館「わんぱく号」 

昭和 51 年 
8 月 

わんぱく団 

昭和 62 年 
5 月 

4 館目の児童館開設（緑） 



年 月 主な取組内容 区分 年代ごとの特徴 
児童館 

1 館 1 月当たりの平

均利用者数 

18 歳まで

の人口 

学童

平均/
所 

平成 7 年 乳幼児のつどい（4 館） 
中期 
（H1～ 
H12） 

「児童館の定着」 
・現在の児童館事業の年間活動の原型が定着（乳幼児ひろば→

幼児グループ→小学生グループ・行事→中高生ボランティアと

して、0 から 18 歳になるまで長く関わる） 
・社会ニーズの変化（0～2 歳の乳幼児・週休 2 日制に向けた

学校時間変化） 

H7 1861 人 
H8 2027 人 
H9 1958 人 
H10 1865 人 
H11 1829 人 
H12 1977 人 
H13 1779 人 
H14 1870 人 
H15 1947 人 
H16 1504 人 
H17 1931 人 
H18 2038 人 
H19 1998 人 
H20 2111 人 
H21 2132 人 
H22 2195 人 
H23 2073 人 
H24 2111 人 
H25 2238 人 
H26 2306 人 
H27 2129 人 
H28 2184 人 
H29 2162 人 
H30 2068 人 
R1 1776 人 
R2 1296 人 

 58 人 

平成 14 年 夜間開館試行（貫井） 
拡充期 
（H13 
～H24） 

「ニーズ拡大に向けた模索期」 
・開館時間延長や夜間開館事業の段階的試行 
・委託によるサービス向上検証 
・ 

H15 
17,590 人 
H20 
17,202 人 

68 人 

平成 18 年 ・子育てひろば拡充（学童） 
・開館時間延長（4～7 月） 
・夜間開館（貫井・東） 

平成 25 年 ・父親参画事業（東） 
成 熟 期

（H25 
～R1） 

・女性の社会進出により保育ニーズが急増。 
・この結果、児童館利用が幼児期～小学低学年期に分断され、

18 年間の継続的な関りが困難になる。 
・また、従前のような保護者による地域ボランティア活動は減

少。 
・放課後子ども教室やプレーパーク事業など、小学生の居場所

は増加。 

H25 
17,856 人 
H30 
18,438 人 

100
人 平成 27 年 ・学童ひろば分離 

令和 2 年 
4～5 月 

コロナ拡大による休館 
コ ロ ナ

期 
・休館や事業縮小・中止による利用者との関りの減少。（特に

ボランティア） 
・他の居場所閉鎖による自由来館ニーズの増加 

R3 
19,169 人 

132
人 

 
児童館…児童福祉法第４０条に規定される「児童に健全な遊びを与えて、その健康を増進し、又は情操をゆたかにすること

を目的とする児童厚生施設」 


